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成果概要：
深層学習モデルや⼤規模⾔語モデル（LLM）の構築や運⽤を効率化するための最適化技術に関する研究開発を実施した。特に、複数のファイン
チューニングモデルを単⼀のモデルに統合するモデルマージに関する最適化について、最適化アルゴリズムの⽐較・評価を容易にするためのサロ
ゲートベンチマークを構築した。
成果のポイント：

本課題では、深層学習モデルや⼤規模⾔語モデル（LLM）の効率的な構築や運⽤の実現を⽬指し、LLMのモデルマージや軽量化のための最適化
技術、および深層学習モデルのアーキテクチャ探索やハイパーパラメータ最適化などの⾃動機械学習技術に関する研究開発を実施した。
モデルマージは複数のファインチューニングモデルを単⼀のモデルに統合する技術であり、⼤規模データ

による追加学習なしにモデルの機能を統合できる利点がある。⼀⽅、モデルマージ技術には事前設定が必要
なハイパーパラメータが複数存在し、それらの最適化によって性能向上が実現できる。本課題では、最適化
⼿法の⽐較を低コストで実現するために、モデルマージ最適化のためのベンチマークを構築した。具体的に
は、ハイパーパラメータとその評価値のペアのデータを収集し、ハイパーパラメータから評価値を予測する
機械学習モデルを構築した。そして、このモデルを⽬的関数のサロゲートモデルとして利⽤するサロゲート
ベンチマークを作成した。さらに、このベンチマーク上での最適化アルゴリズムの挙動が実際の⽬的関数上
での挙動を良好に再現し、⼿法の⽐較・評価を⼤幅に効率化できることを実験的に⽰した。

成果についてより詳細な情報を提供しているWebページ、発表論⽂などの情報：
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サロゲートベンチマーク上での
最適化アルゴリズムの実⾏例
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